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喜･慢 遺 跡 か ら展 示 へ 腿
遺構 ･遺物の保存処理
み
ずみずしいドングリ､貯蔵穴の中の編み物､先端が鋭 くとがった木の杭-｡時として､
遺跡からは植物やそれを材料にしてつくられた遺物が出土します｡こうしたものは掘 り
だした瞬間から､新鮮さを失っていき劣化が始まります｡保存処理は､こうした遺物の
劣化をくい止めると同時に､壊れにくい状態にします｡そのため遺跡から出土した実物の遺物
を展示することができるようになります｡遺構 も同様です｡遺跡で見つかった炉や貯蔵穴を土
ごと地面からきりとって､薬品などで補強します｡こうすることで､壊されてしまうはずだっ
た遺構を保存し､広 く公開できるようにします｡
今回は､埋蔵文化財調査研究センターで行っている保存処理について紹介します｡
(横田美香)
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縄文時代の貯蔵穴の底には､時として植
物の繊維でつ くられた編み物が残っていま
す｡この編み物を貯蔵穴の底 ごと地面から
切 りとりました｡これに保存処理を施すに
は高度な技術が必要なので､専門家に依頼
しました｡保存処理された編み物は､文化
科学系総合研究棟の考古資料展示室に展示
されています｡
展示中の編み物o植物の繊誰が窪ま7-/=7i子やドング
リが､よく観察できます｡
■土層断面をはぎとる
遺跡の土の堆積の様子がよくわかると
ころで､断面をはぎとります｡これは普段
は見ることができない遺跡の土の様子を展
示するための第一歩です｡
はぎとりは､まず土の壁に強力な接着 防
剤のような薬品 (トマック)を塗 り､その
上からサラシ布をはりつけ､さらにその上
にもトマックを塗ります｡半日くらいかけ
て乾かし､土の壁からはがします｡
土層が転写されたサラシ布を､展示用
にきれいにボー ドにはりこみます｡はぎと
った土の壁は､当センターの展示室で見る
ことができます｡純文時代から明治時代ま
での､土の堆積状況がよくわかります｡
-2-
保存するためには､木器の中の水分 を蒸発 しにくい安定 した物質
に徐々に置 き換えていくことが必要です｡当センターではポ リエ
チレングリコール (以下PEG)を使 っています｡
保存処理によってサどの進行をおさえ､劣化の速度を遅 くしま
す｡当センターではクリーニングと遺物の補強 をしています｡
r= 如 可 刊 匂 ` 木器中の水
分を水溶性のアルコールに置き換え､
さらにそれを高級アルコールにゆっ
くりと置き換える方法｡高級アルコ
ールは合成洗剤に使用されている｡
Elヨ Dt)甲 ,.
出土 した金属の遺物は､まずアルコールで泥をと
ってからサビを取り除きます (クリー ニング)0
次に乾燥機の中で100度 くらいの温度で乾燥 さ
せて水分を除ま します｡そ して補強用の樹脂 (ナ
フサで薄めたパラロイ ド)を遺物に浸透させます｡
薬品が入ってい きやすいように減圧含浸 という
処理を行います｡左の写真は､含浸用の装置です｡
木器中の水分をアルコールに置き換えた後に
キシレンに置き換える｡そこに天然樹脂をしみ
こませる｡キシレンを蒸発させて､樹脂だけを
木器中に残 して固める｡
.-I: インスタント
食品をつくる際のフリーズ ドライの
方法に似る.木器中の水分をア)しコ
ールに置き換え､さらにPEGを60
発させる｡
馳 甲6 団 木器中の水分をラク
チ トー ルという甘味料の一種に置き換え
ラクチ トー ルは食品にも使用されている｡
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rF=:i∴ - 遺跡第13次調査(総合教育研究棟
土器だまりの検出作業風景
◎oTOヲ荒4月30日から10月25日にかけ＼こ′て､鹿田キャンパスの稔合教育研
究棟の建設に先立って､発掘調査を行
いました｡ 9月15日には現地説明会を
開催し､約80名の参加者がありました｡
弥生時代から近世にい+=る各時代の
生活のあとや道具が豊富､二みつか りま
した｡中でも大きな成果の一つは､広
い範囲にわたって出土 し七､古墳時代
初めごろの土器群です｡｢土器だまり｣
と呼ばれるこれらの土器群は､窪地や､
やや高い土地に捨てられていました｡
土器は密に重なって出土しており､ごく短期間のうちに捨てられたようです｡
日常的に使われたような土器が大半ですが､まつ りに使ったと思われるミニチュア製品も出土し
ました｡また､塩づ くりのための土器や､網のおもりなどもまとまって出土しており､水辺の生業
活動を坊排とさせます｡
外来診療棟や管理棟､基礎研究棟建設に先立つ発掘調査では､当時の居住域がみつう,っています｡
今回の調査地点は､これらの中間地帯にあたり､集落の縁辺部にあたりますOこの請査､二よって､
当時の集落のあり方を明らかにするための重要な手がかりが得られたといえますC
(光本 順)
2002年10月17日から11月1日まで､ r使ってみよう石の道具』と遺 して､第 6回発掘調査成
果展を開催 しました｡参加者は延べ250人で､くり
返し訪れる方もあり盛況でした｡
石器作 りを体験するコーナーでは､実際にサヌカ
イ トという石を割ってナイフのような道具を作った
りしました｡作ったナイフで野菜を切ったり､石の
道具で木の実をすりつぶしたりするコーナーもあり､
少しだけ昔の人たちの生活を味わうことができたの
ではないでしょうか｡
アンケー トでは ｢体験コーナーが楽しく勉強にな
った｣という意見が多くよせられました｡また新聞
紙上でも ｢石器自作が好評｣と取りあげられました｡
(横田美香)
津島同大遺跡第22次調査(環境理工学部)で見つか
った､古代の溝に設けられた堰です｡打ちこまれた杭の先
端を､ちょうど掘り出しているところです｡
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今回は､当センタ-で行っている遺禎連接の保
存処理について絵介レました=保存処理は発掘
調査や調査報告書製作ととも.=大切な仕事のひ
とつです｡センターでは 挺篤的に保存処理の
仕事を行っています｡ t横田美香二
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